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台
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縮
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仮
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縫
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仲
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統
織
が
わ
~
く
事
ん
下
が
っ
て

仰
い
ま
し
た

e
Zも
た
ち

械
の
緩
い
が
緩
い
て
か
浮
い

凶
M
W
丹
が
ゆ
}
う
ゆ
}
う
と
G

素
人
の
ど
自
慢
大
会

円
。
開
月
間
凶
器
H
(
涜
)
午
後

1
隣
町
か
ら
市
民
会
舘
ホ
ー
ん
で

p応
募
焚
楼
市
内
荘
住
ま
た
は
市
内
の
ニ
シ
コ
官
製
ハ
ず
キ
で
申
し
込
ん
で

に
巡
鈴
・
滋
学
し
て
い
る
中
学
生
以
k

く
だ
さ
い
ロ

的
方
{
ブ
ロ
の
訟
手
は
ご
遺
志
下
さ
い

)

F
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
先
我
孫

F
決
鯵
出
場
定
員
出
名
(
応
募
者
多
子

1
8
5
5市
出
品
会
館
-
社
会
教
育
謝
料

数
の
相
変
ロ
は
8
月
8
日
〈
E
V
市
民
会
内
、
予
即
日
沼
市
民
ま
つ
り
烹
行
委
長
会
的

同
時
で
予
選
を
行
い
ま
す
)
ど
白
波
大
会
係
官
関

i
1
5
1ー
ま
で

F
演
奏
生
損
察
で
一
甘
い
ま
す
(
欲
絡
船

品
問
、
同
町
議
、
タ
ラ
シ
y
ク

吋

削

F品
質
淡
一
絞
準
後
一
紳
・
そ
の
山
間
的
被
岬

〈
山
市
内
護
金
銭
円
い
記
念
品
を
殺
し
ょ
げ
仙

ま

玄

恥

F締
め
m
w
H
e
a
7
n
m即
時

V

282 



持号

率蛍
の'1')ζ

ずプ万
三 I三:
υ要Jレ

ト
に
一
様
式
一
押
さ

市
長
プ

i
ル
開
設
か
ら
オ
ー
プ
ン

乎
抑
舛
沼
公
園
内
向
衛
隊

γ
iん
が
、

今
年
も
7
n
月
四
時
毘
(
日
〉
か
ら
J
4
1ブ
ン

し
ま
す
。
刑
期
幽
問
中
叫
同
然
晶
体
で
す
。

V
時
開
問
午
時
間
9
時
か
ら
ね
時
、
正
午

か
ら
午
後
2
降
、
午
後
3
時
か
ら
5
時

的
各
2
時
間

制
マ
崎
明
燃
料
お
と
な

2
時
間
間
以
内
1

0
0
肉
、
ニ
ど
も
(
中
学
生
ま
で
)

2
時
間
間
以
内
田
丹
、
専
問
問
午
後
ら
時
次
の
と
お
り
学
後
プ

i
ん
を
附
閥
次
i

部
分
以
淡
2
時
間
同
5
0
0
0
m

ま
す
b

副
引
用
す
る
初
体
は
、

7n路
縫
食
品
添
加
物
、
合
成
統
制
町
総
糊
同
研
帆

V
お
臨
聴
い
幼
児
と
小
琳
必
{
は
、
必
ず
ま
寸
に
数
資
委
民
会
所
淑
的
申
込
用
紙
発
な
ど
生
活
上
の
常
減
守
ア
i
す
を
と

滅
的
悦
生
以
上
町
人
が
に
よ
り
申
し
込
ん
や
%
〈
だ
惑
い
。
り
あ
げ
て
、
務
総
内
山
首
さ
ん
に
前
官
発
を

脳
内
仰
け
し
て
く
だ
さ
い

e
w将
織
で
轟
る
滋
体
内
V
P
T
A
が
行
行
っ
て
葬
た
絞
滋
子
市
消
費
生
活
展
も

vm問
い
合
わ
せ
市
、
フ
ス
ポ
ー
ツ
持
率
日
子
供
会
C
ス
ポ
!
今
年
と
7
総
務
を
潟
、
え
ま
す
。

民

プ

ー

ル

芸

品

一

司

制

関

親

観

樹

明

言

1

9

9

3

6

V
問

い

合

わ

せ

喜

議

士

JK仁

三

炉

叶

A

選
挙
i
h

鱒

警

護

口

「

出

晴

山

ほ

織

…

+
申
で
は
、
消
費
然
協
同
い
附
問
宇
る
山
山
J

暁
一
閥
、
ス
ラ
イ
ド
Mm附
則
的
フ
ィ
ル
ム
と

日
明
写
機
材
約
終
し
れ
し
を
zh
コ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
抑
制
が
あ
れ
ば
担
当
職
員

が
像
機
ま
で
仁
酬
明
い
い
鰐
い
ま
す
@
人
数

に
は
特
に
こ
だ
わ
れ
ソ
ま
せ
ん
の
で
、
向
制

約
ム
官
、
総
入
会
ま
た
は
ど
没
絞
め
グ
ル

i
ブ
な
ど
の
学
潔
教
衿
と
し
て
災
級
い
い

ご
利
用
〈
だ
呑
い
。

@
持
結
句
。
フ
ィ
ル
ム
、
致
問
削
公
警
を
追

求
す
る
い
可
制
凡
な
お
そ
う
わ
が
子
の
お
や

Aプーんにはさ英豪華がいっ l;!t

今
図
は
H
月
上

旬
減
に
問
岡
山
階
的
予

定
で
す
が
‘
中
巾
叫
し

務
加
し
て
い
た
だ

け
る
抽
出
唆
菅
グ
ル

ー
プ
間
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
日

常
的
に
勉
強
余
、

活
動
等
を
行
っ
て

い
る
車
内
的
グ
凡

l
フ
、
団
体
で
審
物
出
を
議
綴
葬
れ
る
間
同

体
は
ご
崎
中
守
安
い
勝

軍
募
集
減
額

7
河
川
目
〔
食
)
か
ら
7

Hn
幻
註
〈
本
〉
ま
明
、

V
滋
絡
先
夜
間
民
生
活
謀
抽
出
費
生
活
係

部
制
斜
似
礼
什
1ι

臨
隊
撤
間
凍
瀬
戸

「
汚
れ
を
お
と
す
i
上
手
な
お
け
ん
的

使
い
万
川
よ
み
が
え
れ
鋭
機
織
」
「
開
凡
な

お
ぜ
あ
な
た
め
ル
ル
材
眠
法
h
j
ミ
と
私
た

ちい。
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
「
消
費
翁
附
同

総
入
門
同
一
諮
問
同
銀
売
」
「
ア
リ
ス
的
不

思
議
な
筏
L

V
申
し
込
み
・
四
阿
い
会
お
せ
川
市
悶
阿
佐

活
諜
消
資
生
品
川
係

日
バ
斉
ヘ

器
F

悠

容

ふ

隣

市

英
一
切
鰭

ゐ
室
、
:
む
抑

ukrJm及
川
め
加

健
一
川
町
日
制

柿
開
榔
慨
に
叫
川
寸
品
開
附
心
が
蕊
ま
る
に
つ

れ
‘
認
ま
vnc
ま
な
健
康
美
答
申
師
呉
が
流

行
的
措
械
に
来
っ
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

左
手
h
d

が
、
デ
ザ
イ
ン
、
材
質
、
雌
問
J地
域

な
ど
に
間
同
町
閣
が
あ
る
制
組
問
削
む
附
代
替
札

て
い
る
の
が
実
技
で
す
。

@
法
的
主
線
制
刷
也
管
鵬
首
け
な
い

僻
時
弘
品
ん
オ
制
御
柄
、
臨
気
ネ
y
タ
レ
ス

め
よ
う
な
阪
酬
明
市
用
具
は
、
薬
事
法
に
よ

町
布
龍
村
役
場
文
寮

一

旧

t
w体

前

向

は

中

期

的

後

終

に

佼

釜

し

ま

百

一
す
が

.Aサ
側
、
絞
殺
き
れ
た
柏
崎
は
市
町
点
以
上
、
事
ゥ
し
り
叫
認
め
ら
れ
て
い
ま

…
慾
端
、
的
中
閉
じ
も
ほ
ど
近
い
、
渡
戸
料
相
し
た
。

言

語

条

委

で

す

ロ

必

要

星

空

に

生

ま

れ

て

…
削
葉
山
言
、
江
戸
時
代
中
納
付
録
ふ
り
か
ら
戦
死
み
ま
で
の
略
肢
が
し
ま
c
れ
て

宮

戸

童

話

季

、

言

詰

ま

い

る

ほ

か

、

学

校

修

正

、

安

管

一
中
心
に
、
古
文
黍
が
札
制
:
…
一
刻
点
終
き
れ
級
戦
写
真
線
、
森
的
問
と
ハ
庁
持
、
市
詳
、

山
て
お
り
.
衣
笠
間
に
絞
殺
怒
れ
て
也
す
古
典
品
開
供
離
党
泌
総
作
品
犯
な
ど
が
、
き

犬

は

正

し

く

一

で

に

資

料

日

終

も

ぎ

れ

て

い

ま

す

」

ち

ん

と

霊

怒

れ

て

い

て

、

主

主

鯖

い

ま

し

ょ

う

一

高

校

一

筈

目

的

資

料

党

え

と

な

り

の

従

長

話

相

械

の

怒

愛

が

い

ま

も

L

J
E
U
U
R
B
I
…
ま
し
た
“
芸
、
主
主
役
場
事
足
れ
ま
す
白

誌
と
お
り
絞
鳳
喜
い
ま
す
の
で
、
妻
.
閥
次
犬
に
よ
る
汚
物
‘
襲
、
す
か
な
り
綴
れ
た
警
官
に
あ
る
の
こ
の
う
ち
で
も
単
弁
護

P
Z

皆
さ
ん
の
ご
潟
カ
を
お
額
い
し
ま
す
紛
放
し
齢
い
と
い
っ
た
迷
惑
誌
を
総
ニ
…
か
還
が
で
て
く
る
の
で
す
が
古
警
は
雪
量
な
資
料
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
拍
車
血
さ
れ
た
あ
な
に
の
胤
滅
寸
犬
的
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
寸
ω

一
中
に
、
な
ん
ら
か
の
挙
協
で
収
総
務
れ
治
会
持
者
一
一
台
入
、
隊
問
一
ニ
十
五
人
が
容

は
、
コ
レ
ス
テ
口

1
ぺ
総
滋
様
、
厳
犬
を
飼
っ
て
い
る
伊
丹
は
、
七
三
波
正
で
」
れ
ま
で
絞
怠
w
m
h
い
大
関
口
保
符
さ
れ
到
し
た
耕
件
後
に
綴
せ
ら
れ
た
市
計
は
、

素
議
案
‘
血
消
ト
ラ
ン
ス
ア
尚
三
ナ
!
ゼ
し
い
犬
同
一
樹
い

H
Aグ
泌
総
L
、向
M

党

と

一

て

き

た

よ

う

で

や

九

部

会

議

長

、

野

銭

、

校

長

か

ら

学

校

生

な
ど
め
6
雨
明
闘
に
わ
た
っ
て
検
査
し
‘
素
校
fyh
持
ち
ま
し
ょ
う
。
掘
削
犬
柄
引
終
条
一
布
佐
川
役
場
交
燃
は
、
明
治
二
十
年
後
代
淡
ま
ぞ
十
数
協
同
が
時
間
さ
れ
て
い
ま

後
緩
め
総
燃
は
立
ン
ピ
ふ
3593
タ
i
で
絡
船
内
寸
は
れ
側
い
議
土
、
斜
い
犬
が
総
人
に
一
v

、/
.

7

9

H

E

J

i

w

必
幻
び
、
、
，
p
t
約
H

刊

よ

し

が

}

炉

}

糊
慨
し
た
後
川
町
議
滅
相
し
て
い
ま
す
。
品
議
愛
知
山
え
な
い
よ
、
7
つ
な
い
で
お
く
向

l
a

，U
1邑
れ
が

4
k
g尽

愈
J

Z緩
7
皇
宮
(
水
)
午
前
9
時

泌

さ

を

{

祭

主

)

、

芝

公

的

き

…

官

{

分
か
ら
正
午
ま
で
は
主
義
線
、
午
総
人
的
撃
を
汚
さ
な
い
よ
?
に
す
る
…

y、
詮

議

文

む

謡

向

A

J

括
部

後
1
時
却
分
か
ら
3
察

室

で

は

市

こ

と

を

家

主

審

ヴ

け

て

い

こ

J
3
調子
F
9
7
a者
一

一

民

路

役

所

長

玄

隠

す

。

…

歪
釜
筆
雲
芸
一
一
芸
一
ロ
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一
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j

i布
悠

村

役

場

文

審

.

ぞ

室

長

伐

に

つ

い

て

義

き

れ

み

は

ず

し

て

ね

会

し

た

を

ど

、

健

康

一

日

露

戦

従

箪

兵

士

文

議

i
iー

で
い
ま
す
が
、
ぽ
康
美
容
器
竺
に
つ
委
設
を
糾
問
し
て
の
念
宣
言
禁
…

い
て
は
こ
的
ょ
っ
な
規
制

Z
2せ
制
緩
怠
れ
て
い
ま
す
。
…
代
、
か
ら
問
的
刊
初
期
ま
で
で
‘
約
…
…
一
室
。
す
れ
ま
ん
、
書
聖
人
芝
は
、
入
議

ん
a

し
た
が
っ
て
、
組
制
緩
品
、
本
跳
ね
削
⑬
輔
買
う
紛
に
考
え
ま
し
ょ
う
一
円
布
後
村
外
六
ケ
村
田
昨
有
織
土
織
品
制
緩
い
か
ら
戦
死
ま
で
の
約
半
年
燃
で
務
況
や

め
市
場
波
過
が
む
一
凱
き
札
ー
ま
す
。
附
出
品
脅
か
ら
運
動
を
と
め
ら
れ
て
い
る
一
な
ど
の
土
地
、
阪
漁
師
凡
℃
総
入
申
前
向
田
遜
に
も
の
は
り
、
父
、
機
、
抑
制
友
、
総

@

被

害

の

震

を

み

る

と

会

、

建

霊

号

機

つ

て

は

い

け

ま

一

送

人

絡

な

ど

の

戸

守

い

わ

ゆ

る

荷

主

友

人

な

ど

と

議

か

か

わ

さ

れ

て

折
た
た
み
火
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
背
す
ぜ
ん
。
帥
問
機
絞
殺
は
、
一
円
舛
で
的
迷
動
一
町
村
役
場
文
波
数
約
付
制
機
資
料
が
残
つ
い
ま
す
。

と
を
伸
ば
し
允
り
、
淡
筋
道
恥
射
が
で
き
が
で
舎
な
い
時
的
制
糊
叫
則
的
な
進
呉
と
し
一
て
い
ま
し
た
α

ニ
め
は
か
議
事
文
書
も
ニ
的
機
に
、
す
で
に
一
度
調
査
#
れ

る
よ
つ
に
な
っ
て
い
る
鍵
療
器
呉
で
す
~
て
等
式
る
ニ
と
が
で
き
ま
す
e

m

約
千
ふ
〈
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
欲
で
も
、
料
相
変
科
が
発
晃
き
れ
る
場

二

絞

め

ト

議

予

時

に

は

注

意

を

一

室

則

的

議

事

判

定

、

毒

液

晶

W
が
あ
り
、
役
場
事
な
ど
主
事

レ
i
ナ
i
を

S
F

小
学
生
や
中
学
生
が
使
削
m
Tる
的
制
叫
川
、
一
餅
内
務
転
時
に
疲
弊
さ
れ
た
数
々
の
炎
も
一
一
明
人
宅
に
収
約
辺
守
れ
て
い
る
時
も

を

パ

d
解

目

測

ぞ

い

警

ELf-い
る

か

ど

フ

ニ

雲

寺

手

が

言

、

奪

三

号

、

あ

る

い

は

遺

品

会

長

会

澄

イ
ブ
の
ジ
ヨ
メ
崎
マ
日
、
周
開
聞
に
念
品
開
鞠
は
な
い
か
な
ど
、
保
護
一
た
こ
と
で
、
以
前
的
そ
れ
ら
の
資
料
も
慾
を
し
の
よ
か
れ
~
丸
小
、
絞
殺
文
書
W

判
長

イ
ン
ト
部
分

h
h
N

者
は
一
在
慾
す
る
必
糊
怖
が
あ
る
で
し
ょ
う
口
一
そ
の
総
帥
臓
が
よ
り
絡
め
ら
れ
そ
も
つ
で
す
ε

存
零
れ
て
い
る
m
w

と
も
あ
り
、
色
々
な

が
2品

ず

れ

‘

偽

記

官

使

用

車

主

義

に

よ

っ

て

酎

久

…

ま

た

、

受

診

で

は

、

田

町

村

別

で

有

り

か

た

で

、

申

告

は

聖

書

が

診
が
パ
イ
ヅ

g
d

げ

殺

は

淡

わ

っ

て

き

ま

す
D

童

向

書

士

2、
藷
量
的
文
書
は
明
治
米
山
浮
き
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

誌

に

あ

た

争

議

終

し

て

い

な

い

か

、

む

と

の

ゆ

こ

か

ら

戦

後

ま

で

比

較

的

よ

〈

署

長

言

警

ん

怒

り
持
怖
く
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
絡
み
は
な
い
か
な
ど
、
毎
間
使
浴
す
る
約
一
て
い
ま
す
が
、
湖
北
・
指
紋
的
機
械
余
文

A
M
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ト
レ

i
p
z
aば
い
い
綴
認
し
ま
し
ょ
う
。
一
設
は
か
な
り
散
逸
し
て
お
り
、
今
然
的

パ
イ
プ
の
後
絞
む
問
問
問
唱
が
あ
っ
た
わ
け
ほ
と
ん
ど
の
務
誌
に
は
‘
ぬ
綴
な
と
山
発
見
詰
投
惑
な
も
め
と
い
え
ま
4
a

で

す

心

的

表

一

一

小

が

な

い

よ

う

で

ナ

ぬ

ま

た

‘

誇

こ
的
ほ
か
、
緩
和
協
淡
薬
翰
穏
を
使
っ
大
広
怪
な
ど
も
み
づ
け
ら
札
ま
す
の
で

た
ら
劇
的
伎
が
か
け
て
し
ま
っ
た
と
か
、
消
曲
目
お
も
そ
の
が
を
十
分
役
立
し
て
購

ン
グ
総
宇
品
出
同
期
中
、
足
を
総
入
T
る

我 Q しの 0_  

3きれ主?科
警iE Z?55皇室
31~ 殺にわラミ lP.与

II" 主きち毒主主
張isiE 議員長言言語iJllJ

立2 て妥護お讐
係三 警官苧T
gi 言室長率
f i 事 l~ 雪挙昔
話与号砂27: ナ作品毛守 11
課ル 1 綴!偽)り 11

E i，iii語;i iJj 
示号号

品
耽
ぷ
臥
‘
中
市
制
問
的
方
々
の
協
力
を
得
て

濃
い
が
け
な
い
か
た
ち
で
‘
立
案
右
獄

後
資
料
が
一
一
つ
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

献

血

に

ご

協

力

を

箆
骨
蹄
戦
後
議
兵
士
文
書

勺
め
な
は
は
2

日
露
戦
争
に

戦
死
さ
れ
た
渡
辺
綴
持
退
出
附

共
栄
に
附
開
討
'
る
火
設
で
す
e

哨
出
品
と
し

て
大
切
に
容
れ
て
き
た
子
孫
め
方
め
繁

か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

文
替
は
「
渡
辺
市
桝
寿
焼
物
納
入
明

治
事
拾
↓
九
年
六
汚
1
ムハ筏

市
史
講
演
会

「
水
と
土
と
人
と
い

講
師
錦
繍
品
制
干
上
回
H
大
教
同
問

時

7
M吋
山
間
仰
い
附
午
後
1
時
却
サ

品
川
市
総
会
一
μ
路
大
会
議
室

抜
山
階
鼎
叫
付
知
子
志
教
育
委
長
会
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7 1'普段をヨガ~7..1<霊童然主主主主ど宅正直立

小学主主な対象iこ護愛好工み真喜控室のjljf'誇 りぬう金嘉吉普議員母ガ次のとおり新設

'!11.のもと、みんなで楽しい伶叩Eヨ老若 遂を事事態してい容す。
滋ごしをましょう。 r…一一一…γー…

砂8事事 10周24Eヨ(8)午詰ij9善寺tJ
ら午後3喜幸
惨事轟焼 事異n霊主主嘉子潟絞ブラウン
ド〈話題夫のときは災後体罪事館〉

砂対象望書 干苦吟な主主の機体長章護軍望書

砂議後型車El UIvつり競争、
ト量発争、げて〉産主主j~在、;m-丘二一ろ

えアレ、スプーンレース、パン食い

lノース、 3ワ ドをきわせ行人21，鐙

がれましえま。

1>金量書機事星名 〈続〉三対室長行才8sを

主主主主孫子出議長持 叉ヨミ鈴?

守 〈叉3::をき露RI'着。高言〉

構築務饗新設議議事選らt!")
手目的、数孫子市、軍事!llr君、
題、喜善宿問者受章号室草する納税務警警tf

7F守口8tJら罪君主設記事約三まし。
主主お、 新庁議案警長寛容でじり罪章、 総

信号 (18三雲喪主義行抱百五倍〉

の苦言jすきで容緩いEさしきす。

砂織もミ合わtt約事誌を薬害包む471一一
63~1181 

呂まで〉

惨事費意書 きさレース上総3俄まc:

属議相手 7 1'iì31日昔話tt~縁関労苦語

習室1~29人の事懇話誇を対象r;士、領

内霊安まま高差i特別議事還を言葉綴しぎず。

この書尊重重i芯療費~;S再!こ能3く人主さち

のえさltJの務総書誌o.委総量華料にごをずる
火切な議室撃です。邸内中主導tJら対

建設となる室事業孫!こ察室長誌が隠し1さま

すので、よさ協力者をお緩いしますo

kJ:a君、議事E蓋し主王事業!誌税会総長宗主主
どま産設以外の窃白'i:'1こは緩対!こ{健局

IAi't主IvQ

険奇書霊童話華鏡 罪誘発戸、 事主主亘子、

憾のそれぞれ一部おぶり家主主数子、

蓮華多重戸新問、 主主不

惨隠しミ会わt主 役務譲互主警護統計F張、

窯統密十議撃絞殺統計係官0472~23

よどの運童謡i品、ひなりひとつ;ヴ力

者去をきちぜと犯罪や手正行の主主い努とる

い社会夜祭ごうとするぎ寝泊以違憲

訟でえ Y月1"漁港湾要司です。ぞきを

の襲撃点EI療は 'J由民話渓聖書の援護主に
よる少待問〉奔行妨i上と喪伎の主霊殿J

霊訪朝生、卒喜子考査用惑してくZざおし」

謂~5ξの3露合i若草護内馬主事議事筆名をF日

産撃してく士ささい。

I>a:緩 受章毒患埼玉E庁、 雲軽重喜童話究員区

fo嬰J<ljよw事件後畿電器福祉会
砂悶い会ヰ?t主揺従護軍

告書家庭婦人コース

1>8草寺 ア月20Eヨ、 238、27白、

298、308 と子高ijg将から11襲警

惨事事幾人員 mPJo建立買主婦人30名
。貌子コース

紗正3時 7月21f去、 22句、 248，

268、28臼午紛9害事tJら119者
砂裏虫徐人重量 s苦肉の綾子20総〈鋭

?入、ミ子どもT入、絞どしさ子ども

は4歳かそう終聖堂島若狭で〉
争事罷費時 市民ブール

・質事時 E喜二コースと'1;1祭主m司
+ ... 五E万2ま ア局総8、f詰終ブー
)~高石で雪量!:tl立17務容。(五íli撃事者署長

毅の場合j革主主滋〉主主務、申し込み

は王手入tJしてく1ささい。
.拒罰い会おt主 体普審議華

命o怨つぞF'士、、を泌を〉主主い:子ど
もだちガ、二主と緩しみ農業0)……鶴

宅をのぞくえごとのでぎきるような楽し

い合宿毛を行い訟です。

砂 8~謹 81'ヨ守尽く8J~5B(不;)

除機器苛 r護費学苦言J 主筆誌の中堅手久

慈んから、 120王手建設立E震でられ芝

ねら13¥宮警護霊恨の議室毛主主主要穿のだめに

嬰供宅をうけ診しえさ。

惨事警泌総象機小学ヰ年生から中

と主主っていますの

覇1歪副画審
争力スミスト戸一理由花台態様方ら

者議後のままめzこと、あやみの稽事事委設

のー務総活用の鰐憶がみり苦し位。

事務ま草子務総務署さっき会僚がら

綴殺のなめにと1Jうち顎閃fIlの警{せ

があり在世しと。

4スナック寿喜際様仁業主主主義子〉

らキ主要注者室主投機首量E望書看護憲主詮ヘチャ1)

軍記全怠議長造、無襲撃芸誌背後襲撃記長の

要事議・ 1)サイク11，，:コーナー、喜善議

題撃さコーナ 、おけんコ ナ 主主

ど草案し，い穫しなき?窃していますむ

尽なだでも費読経にぼうぞ。

1>89害 71'ii178Cゴ三〉午後;王将tJ

65善寺〈空哲夫o毒事会i手銀18臼問機
頚11こ}讃縫〉

学3年E主主長て?

なお、合提言iご大学生のボランチ

ィ戸後遺葬祭し"''''。

I>n患い合わ管支道官官4-28ヰ7
~2231 

字自T告では7Fヨ318、専湾1Eヨ0) TィーのU院議室量107ラ円の言寄{甘えプあ

主題日、 樋ßlJø' 事主主まつり~ 115産総 i ました。

されきます。とめだめ、組訳者量刑む 書画覧湿寄宿爾煽語沼田苗・It_

;三智子駅組側iされし煙室p-1 幻~3~

~~.~士一唖円二
17士
一トーー←一一一泌 会食レ抑ト1:;:;<

1>着陸話再 天3::台包括主主盤

o主主1芝も大コヰーケストラととも '砂漠獲 さを走塁クラブ笠港整喜!資l組合
に第九をま君主いさませんか。湖北の言語 主主孫子E堅苦詰

丸投戦う主主〈怠oは主主コーラス〉 惨罪悪い重量おせ 内震設語る一郎82

でi立、?例¢演談会で IMAS交 d 互い一一平 t 叩"'-，---岨1>8事事 81'苦2舎を3(包〕 午言語9絡
受付 9持30分認さき審議姶

診島監所 理奇襲主IlIiQlllI鮫グラウンド

砂獲g 一般き母子。女子、ゆき孝司E

豊富手・重工芸

券著書級料 守チーム2000F号

砂申込怒記長 ハガキiこチ…ム名、

チ ム代務君主o氏名、主主断、雲間
議号、畿自宅を紛争己のうえ 71'苦
8~聖司?に、務総156-1 守2-705、須

事警護撃さ子〈骨82~9623) まで忠告し込

んでくだ各いe

準装ijfi設工事義I'cO)定ざいご章表者豊富豪のう

だめ機留!こ踏んでいさまぜ。 今年総ア湾1Eヨから長聖F轄できる

骨盤華筆書B 妻鹿-1-3Fl露童日午綴i10 殺しい費量給害者総をさm裕iこ重E送し
島幸から竹書者3草分、数2-4二主重量お ましとtJ、定量的窓いていない51正
午後5華寺から6語審 議義務してく去ささい。

砂飯事費器量篠 宮議1主主主的差益センター をま芝、浅い受章霞号室是正i語、ぞ~:S宣言寄

砂怒導佐庫義援喜三工 および総経弱者華社譲まむ返還して

砂陸型い合ねな平E日宮87~2486、

後重量fi80ぺ叩1622

くだちいφ

惨筒い含むt童 福1lI語葉遣幸人語語紙係

盟国間圏園間盟 通重注JlJ主'Yr:里墾]
党と盟主的織りをす幻怒の殺害事を

議してこどもの品、に蒸しい薬事を重量

る皐.t全面Tl
*J二軍.fI;お りゅうとがわ、t::ー
ターとおおかみ、つのぷえのうた

*罪捜の出量聖 子Ii主主絞れ小鳩くる

諸問い合わt空・市民会重量z

唾
持y年のf脅換を票差かにし、議事惇

i歯車jへの務総町奴遂をぷめるため

に1璃i喪いたしま由主ア@

*演鐙・銭{益義和総弁慶、 f王. ， 
(*蔵流)F骨子

*tJ主演・員住 金導f詰互言、挙安明

ほか、まE誇 茂I!J千五民話、 E支出千

之丞ほか

砂臼跨 811411 やf<)午後 i時

!lIl1真

み、富雄まり子

1>8跨 8詩22日(日〉第 1歪lEl

正午葬許演、務 21選Eヨ午後3時隣i渓

砂入爆殺 500円(3tE!浅草事}

0i言語扇面1
i義母i一合奏包コンサ…トJ

7
月
後
期

本管アンサンプルのコンサーt

率緩成フルート (!)、オーボ

エ{主}、クラワネゾト (2)、

ホルン (2)、ファコプット (3) 

*飴をき タロンマ…/パJレディー

タへ長議‘グノー/小変繁華担ほか

1>89華 7月11日 {土}午後4事尋

問後

験入場料幼01弓(金吉滋野草}

毒事入議事撃のお求め滋 *ヰlJ喜善正話

事1じのひらガ*子完井喜雪主主*を!!I撃事

光釜山本ポピ→*十一島義察局傘:プッ

B修正E量華 文化fi¥Jl}教育務員会、 ワス鳴ススキ*中央公E号室宮*市民
事教資委員会 議室室内郵務ひろがるう*市総会主要

争入湯方法市内向中学ー i対授に

i晶-:}:仇する3警少勾Zについては各卒後

でとりまとめます。それ以外的}j

l孟、Iti註J、庁キに告i婦も氏名‘'f

量幸、幕議案{実名、後名}を記入し孜f嘉

子18也市民会館 F努少年芸芸術劇場

銘」へ申し込ん℃くださも~締め

明りは 71120れ(火i'i碍，p布効(t年

本ソフココ ベッド*スJ~-(ヴ

タイゃく6.00--12)

⑮怒ってください⑮

*二段ぺりド*食気換し¥gキ堅議

養護だんす*聖書人減忠告転尊義ネ)宅
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